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仁
科
新
教
育
長
は
、
何
に
取
り
組

み
、
何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か

　

仁
科
新
教
育
長
は
、
こ
れ
か
ら
の

任
期
３
年
で
、
ま
ず
何
に
取
り
組
み
、

何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

市市　
互
い
に
学
び
、
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
互
い
に
学
び
、
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
で
は
学
び
の

機
会
を
提
供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、

学
校
教
育
で
は
学
校
園
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
取
り
組
む
。
子
ど
も
た

ち
が
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
人
と

し
て
成
長
し
て
い
く
大
切
な
き
っ
か

け
を
得
る
、
そ
の
環
境
づ
く
り
こ
そ

人
づ
く
り
と
考
え
る
。
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県
立
や
私
立
な
ど
の
小
・
中
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い

教
室
利
用
を
認
め
る
べ
き
で
は

　
市
内
在
住
で
、
市
立
以
外
の
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
に
、
ふ
れ
あ

い
教
室
の
利
用
を
認
め
る
べ
き
で
は
。

市市　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員

会
な
ど
で
慎
重
に
議
論
し
て
い
く

　

市
内
在
住
で
、
県
立
や
私
立
な
ど

の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
ふ
れ
あ
い
教
室
利
用
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た
相
談
を
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
と
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
児
童
・
生
徒
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
を
含

め
た
教
育
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会

な
ど
で
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
。
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図
書
館
の
本
の
並
べ
方
な
ど
先
進
的

な
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
る
べ
き

　

市
が
整
備
を
進
め
る
複
合
施
設
の

図
書
館
で
は
、
市
民
目
線
に
立
っ
た

本
の
分
類
法
な
ど
先
進
的
な
取
り
組

み
の
情
報
を
積
極
的
に
集
め
、
取
り

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
よ
り
多
く
の
利
用
者
が
本
と
の

出
会
い
を
楽
し
め
る
よ
う
検
討
す
る

　

現
在
、
倉
敷
市
立
図
書
館
で
は
、

一
部
分
野
で
日
本
十
進
分
類
法
に
こ

だ
わ
ら
な
い
本
の
並
べ
方
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
複
合
施
設
の
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
本
の
並
べ
方
を
含
め
た

先
進
的
な
取
り
組
み
の
研
究
も
進
め
、

よ
り
多
く
の
利
用
者
が
本
と
の
出
会

い
を
楽
し
め
る
よ
う
検
討
す
る
。
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旧
倉
敷
天
文
台
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ル
ー
フ
観
測
室
の
改
修
、
改
善
を

　

旧
倉
敷
天
文
台
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ル
ー
フ
観
測
室
は
、
日
本
初
の
民
間

天
文
台
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で

も
あ
る
。
柱
の
腐
食
、
外
壁
塗
装
の
剝

落
な
ど
、
早
急
な
改
修
、
改
善
が
必

要
な
状
態
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市市　
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損
な

わ
な
い
改
修
方
法
を
検
討
す
る

　
観
測
室
は
、
科
学
教
育
に
関
す
る
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
昨
年
末
の

点
検
で
、
支
柱
の
一
部
の
損
傷
が
判

明
し
た
た
め
、
現
在
、
文
化
庁
や
県

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
文
化
財
と
し

て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
改

修
方
法
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
検
証
と
、

次
の
感
染
症
危
機
へ
の
備
え
は

　

保
健
所
で
は
、
感
染
者
の
想
定
外

の
増
加
に
業
務
が
追
い
付
か
な
い
事

態
と
な
っ
た
。
本
市
に
お
け
る
感
染

症
対
策
の
検
証
と
、
次
の
感
染
症
危

機
に
備
え
る
取
り
組
み
は
。

市市　
感
染
症
に
備
え
る
予
防
計
画

を
策
定
し
、
体
制
強
化
を
図
る

　
感
染
拡
大
時
に
は
、
他
部
署
か
ら
の

応
援
や
業
務
の
見
直
し
、
一
部
民
間
委

２

学
校
・
教
育

健
康
・
福
祉

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二

旧倉敷天文台スライディングルーフ観測室

６月定例会
質　問

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭



託
な
ど
に
よ
り
、
状
況
の
改
善
を
図
っ

た
。
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
の
検

証
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
も
踏

ま
え
、
県
な
ど
と
連
携
し
、
新
た
な

感
染
症
に
備
え
る
予
防
計
画
を
策
定

し
て
保
健
所
の
体
制
強
化
を
図
る
。
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マ
イ
ナ
保
険
証
も
資
格
確
認
書
も

申
請
し
て
い
な
い
人
へ
の
対
応
は

　

マ
イ
ナ
保
険
証
も
資
格
確
認
書
も

申
請
を
し
て
い
な
い
人
が
、
必
要
な

保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市市　
国
か
ら
示
さ
れ
る
政
省
令
な
ど

に
基
づ
き
、
必
要
な
対
応
に
努
め
る

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
被
保

険
者
に
は
、
ま
ず
資
格
確
認
書
の
申
請

を
勧
め
、
そ
の
上
で
申
請
が
期
待
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
本

人
か
ら
の
申
請
に
よ
ら
ず
職
権
で
交

付
で
き
る
。
申
請
の

勧
奨
お
よ
び
職
権
で

の
交
付
は
、
今
後
国

か
ら
示
さ
れ
る
政
省

令
な
ど
に
基
づ
き
必

要
な
対
応
に
努
め
る
。
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保
育
士
な
ど
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
環
境
の
整
備
を

　

職
員
室
の
拡
充
や
男
女
別
の
休
憩

室
の
設
置
な
ど
、
園
内
で
保
育
士
な

ど
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
環
境
整

備
が
重
要
と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。

市市　
国
の
補
助
金
な
ど
も
活
用
し
、

設
備
の
充
実
に
対
応
し
て
い
る

　

職
員
室
や
休
憩
室
の
設
備
の
充
実

は
、
保
育
士
な
ど
が
安
心
し
て
休
憩

で
き
る
場
の
確
保
に
加
え
、
保
育
記

録
の
作
成
や
活
動
の
準
備
、
保
育
士

同
士
の
保
育
の
振
り
返
り
な
ど
も
で

き
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
保
育
の
質
の
向
上
も
期
待

で
き
る
。
施
設
整
備
の
際
は
国
の
補

助
金
な
ど
も
活
用
し
対
応
し
て
い
る
。
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ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に
養
育
費
立
て

替
え
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
と
っ
て
養
育
費

の
支
払
い
が
滞
る
こ
と
は
、
貧
困
に

直
結
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
養

育
費
を
支
払
わ
な
い
義
務
者
に
代
わ

り
、
市
が
一
旦
親
権
者
な
ど
に
養
育

費
を
支
払
う
養
育
費
立
て
替
え
制
度

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
養
育
費
の
取
り
決
め
手
続
き
に

必
要
な
経
費
の
補
助
を
検
討
中

　

ま
ず
は
、
離
婚
前
に
養
育
費
の
取

り
決
め
を
行
い
、
公
正
証
書
や
調
停

手
続
き
で
形
に
残
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
の
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
の
実
施
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

食
料
品
価
格
の
高
騰
な
ど
で
負
担
の

増
す
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援
を

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
の
高

騰
で
、
生
活
困
窮
者
や
低
所
得
者
へ

の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。
支
援
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

市市　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市

独
自
に
対
象
を
拡
大
し
て
支
援
す
る

　

国
の
交
付
金
を
使
っ
た
支
援
金
に

つ
い
て
、
市
で
は
生
活
困
窮
者
な
ど

を
広
く
支
援
す
る
た
め
、
国
が
示
す

対
象
世
帯
に
加
え
、
令
和
４
年
度
緊

急
支
援
給
付
金
の
受
給
世
帯
も
対
象

と
し
、
さ
ら
に
生
計
の
急
変
世
帯
も
、

申
請
に
よ
り
受
給
で
き
る
。
ま
た
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
利
用
世
帯
に
対
し
10
・
11
月

分
の
料
金
、
各
月
千
円
を
支
援
す
る
。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
タ
ク
シ
ー
券
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優
先
販
売
を

　

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
く
て
は
い

け
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
優
先
販

売
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
タ
ク
シ
ー
券
を
優
先
的
に
購

入
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
は
。

市市　
よ
り
必
要
と
し
て
い
る
人
へ
の

優
先
販
売
を
検
討
す
る

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
優
先
し
て

購
入
で
き
る
販
売
期
間
を
設
け
た
り
、

よ
り
多
く
の
人

が
購
入
で
き
る

よ
う
１
回
あ
た

り
の
購
入
冊
数

に
上
限
を
設
け

る
な
ど
、
よ
り

必
要
と
し
て
い

る
人
に
優
先
販

売
で
き
る
よ
う

に
検
討
す
る
。
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未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

く
ら
し
・
生
活

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之

優先販売期間が設けられる
プレミアム付きタクシー券



食
品
ロ
ス
削
減
に
は
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
ル
ー
プ
の
構
築
を

　

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
、
食
品
関

連
事
業
者
が
堆
肥
化
事
業
者
な
ど
と

連
携
し
、
食
品
廃
棄
物
の
再
利
用
を

積
極
的
に
進
め
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市市　
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
の
構
築
に
努
め
る

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
あ
た
り
、
食

品
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
に
、
飼
料

化
や
堆
肥
化
を
行
う
再
生
処
理
事
業

者
な
ど
を
紹
介
し
、
農
家
な
ど
の
生

産
者
と
地
域
内
で
連
携
を
図
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
行
う
な
ど
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
ル
ー
プ
の
構
築
に
努
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

倉
敷
駅
周
辺
に
も
期
日
前
投
票
所

の
設
置
を

　

イ
オ
ン
倉
敷
で
の
期
日
前
投
票
は
、

１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
実
施
し

て
欲
し
い
。
ま
た
、
通
勤
通
学
の
人

が
利
用
し
や
す
い
倉
敷
駅
周
辺
に
も
、

期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

市市　
設
置
場
所
は
総
合
的
に
考
え
る

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
で
は
、
秘
密
や

秩
序
の
保
持
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
な
ど
、
条
件
を
満
た
す
２
階
イ
オ

ン
ホ
ー
ル
を
期
日
前
投
票
所
と
し
て

い
る
。
期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
投
票
所
と
し
て
必
要
な
条

件
を
満
た
す
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
既

存
の
期
日

前
投
票
所

と
の
距
離

な
ど
も
踏

ま
え
て
総

合
的
に
考

え
る
。

◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

市
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
に

つ
い
て
の
市
の
見
解
は

　

市
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
、

職
員
の
成
長
、
行
政
組
織
の
強
化
、
地

域
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
と
の
間

の
学
び
合
い
に
つ
な
が
り
、
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市市　
よ
り
一
層
の
活
動
を
促
し
、

積
極
的
な
参
加
を
評
価
す
る

　

職
員
は
町
内
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地

域
の
実
情
や
課
題
へ
の
気
づ
き
、
得

た
知
識
や
経
験
は
業
務
に
も
生
か
せ

る
と
考
え
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
活

動
を
促
す
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
積
極
的
な
活
動
参
加
を
人

事
評
価
の
項
目
の
一
つ
に
し
て
い
る
。

市
は
地
区
防
災
計
画
作
成
を
支
援

し
て
い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は

　

市
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
地
区
防

災
計
画
の
作
成
を
支
援
し
て
い
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

市市　
計
画
作
成
後
も
継
続
し
て
防
災

活
動
を
支
援
す
る

　

計
画
は
、
市
と
住
民
が
一
緒
に
考

え
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
市

職
員
が
地
域
主
催
の
防
災
ま
ち
歩
き
、

防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
、
支
援
し

て
い
る
。
計
画
作
成
後
も
継
続
的
な

取
り
組
み
が
重
要
な
の
で
、
地
域
主

催
の
会
合
や
訓
練
に
、
市
職
員
と
と

も
に
地
域
の
防
災
士
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
計
画
実
践
や
見
直
し
な
ど

継
続
し
た
防
災
活
動
を
支
援
す
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
購
入
補
助

制
度
の
詳
細
や
周
知
方
法
は

　

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
購
入
補
助
制

度
の
詳
細
や
周
知
方
法
は
。

市市　
避
難
行
動
要
支
援
者
な
ど
が

対
象
で
、
広
報
紙
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
周
知
に
努
め
る

　

避
難
行
動
要
支
援
者
や
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
持
た
な
い
65
歳
以

上
の
人
の
み
の
世
帯
が
対
象
で
、
一

台
２
千
円
で
購
入
で
き
る
よ
う
差
額

の
８
４
５
０
円
を
補
助
す
る
。
広
報

紙
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発

信
の
ほ
か
、
支
所
、
公
民
館
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
で
周
知
し
て
お
り
、

今
後
は
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し

郵
送
で
の
案
内
も
行
う
。
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◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇
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◇
◇
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◇
◇
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◇
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◇
◇
◇

４４

防
災
・
観
光
・
商
工

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

未
来
ク
ラ
ブ

若
林
　
昭
雄

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

           緊急告知 FM ラジオ こくっち



消
防
艇
や
消
防
車
両
の
共
同
購
入

に
つ
い
て
市
の
実
績
や
課
題
は

　

複
数
の
自
治
体
で
消
防
艇
や
消
防

車
両
を
共
同
購
入
す
れ
ば
、
価
格
が

下
が
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の
共
同

購
入
の
実
績
、
ま
た
課
題
は
。

市市　
と
も
に
実
績
は
な
く
、
自
治
体

に
よ
る
仕
様
の
違
い
な
ど
が
課
題

　

消
防
艇
・
消
防
車
両
と
も
に
共
同

購
入
の
実
績
は
な
い
。
い
ず
れ
も
自

治
体
に
よ
り
仕
様
が
異
な
り
、
さ
ら

に
、
消
防
艇
に
つ
い
て
は
必
要
と
す

る
自
治
体
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
課
題
。

な
お
、
消
防
車
両
の
共
同
購
入
は
、

平
成
28
年
に
県
消
防
長
会
が
検
討
し
、

５
台
程
度
の
購
入
で
は
費
用
低
減
の

効
果
が
低
い
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

観
光
客
誘
致
の
た
め
の
情
報
発
信

の
取
り
組
み
は

　

国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が
増
加
す

る
中
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
情
報

発
信
が
重
要
と
考
え
る
。
市
の
取
り

組
み
は
。

市市　
国
内
外
に
向
け
て
観
光
情
報
を

発
信
す
る

　

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
国
内
外

の
旅
行
博
へ
の
出
展
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
よ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
発

信
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
Ｇ
７
の
大

臣
会
合
で
市
が
国
際
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
好
機
を
捉
え
、
新
た
に
欧
米

圏
向
け
に
動
画
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も

実
施
し
、
国
内
外

に
向
け
て
観
光
情

報
を
発
信
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

小
規
模
企
業
・
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
を
求
め
る

　

倉
敷
商
工
会
議
所
な
ど
か
ら
、
中

小
企
業
振
興
な
ど
に
関
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
陳
情
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
Ｇ
７
倉
敷
労
働
雇
用
大
臣
会
合

の
開
催
は
条
例
制
定
の
好
機
と
考
え

る
。
早
急
な
条
例
制
定
を
求
め
る
。

市市　
引
き
続
き
検
討
す
る

　
条
例
は
、
市
や
商
工
団
体
、
金
融
機

関
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
い
つ

つ
、
中
小
企
業
な
ど
の
振
興
、
発
展
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
市
は
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
中
小
企

業
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

条
例
の
制
定
は
引
き
続
き
検
討
す
る
。

市
営
住
宅
に
住
む
障
が
い
の
あ
る
人

か
ら
の
改
修
要
望
へ
の
対
応
は

　

市
営
住
宅
に
住
む
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
車
い
す
で
畳
の
部
屋
を
移
動
す

る
の
に
苦
労
す
る
と
管
理
会
社
に
訴

え
た
が
、
対
応
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
要

望
が
あ
っ
た

場
合
、
市
は

ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

市市　
住
宅
改
修
制
度
の
利
用
や
、
市

営
住
宅
の
住
み
替
え
を
案
内
す
る

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
手
す
り
の
設
置

や
段
差
解
消
の
た
め
の
住
宅
改
修
制

度
の
利
用
な
ど
を
促
す
ほ
か
、
一
定

の
要
件
の
も
と
、
必
要
に
応
じ
て
市

営
住
宅
の
住
み
替
え
を
案
内
す
る
な

ど
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

水
島
地
区
の
公
共
施
設
複
合
化

の
進
捗
状
況
は

　

水
島
地
区
の
公
共
施
設
複
合
化
に

つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
く
が
、
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

こ
の
複
合
化
に
合
わ
せ
て
八
間
川
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市市　
今
年
度
中
に
基
本
構
想
を
策
定

す
る

　

現
在
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
整
備
場
所
の
検
討

や
、
新
た
に
整
備
す
る
複
合
施
設
に

必
要
な
機
能
、
さ
ら
に
、
水
島
中
心

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
今
年
度
中

に
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

５

施　
　
設

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

化学消防艇「みずしま」

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

未
来
ク
ラ
ブ

片
山
　
貴
光

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

守
屋
　
弘
志

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸
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  倉敷市議会では、市民の声を議会活動の参考とさせていただくため、各常任委員会（※１）ごとに、市内の各種団体の方
などと、市政の課題などについて、意見交換を行っています。

（※１）総務、市民文教、環境水道、保健福祉、文化産業、建設消防の６常任委員会が市政の各分野を担当しています。

   ６月８日、東北大学大学院情報科学
研究科の河村 和徳准教授を講師にお招
きし、講師が構成員を務めた「国の地
方議会・議員のあり方に関する研究会」
の報告書の概要や、議員定数を考える
上で留意すべき点などについて、講演
いただきました。
　質疑応答では、多くの議員からの質
問に対し、講師が丁寧にお答えくださり、
地方議会のさまざまな課題について考え
る充実した研修会となりました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和２年度から中止していた市民意見交換会を３年ぶりに開催しました！

 
  ・働き方改革など労働環境の改善を図るための
　 工事価格の引き上げについて
  ・若年労働者の確保について
  ・物価高騰に対処するための価格改定について
  ・工事関係提出書類の簡素化について
  ・災害時における応急措置などの実施に関する
　 協定について など

 議題　～ 建設行政全般について ～

市民意見交換会を市民意見交換会を再再開しました開しました

  いただいたご意見やご提言を、政策立
案・政策提言など、倉敷市のさまざまな
課題解決に向けた取り組みに、つなげ
ていきたいと考えています。

市民意見交換会の実施報告書は、倉敷
市議会ホームページでご覧いただけます。

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

5 月３０日、建設消防委員会が、岡山県建設業協会の皆さんと市政の課題などについて意見交換を行いました

テーマ
  倉敷市議会の議員
定数などについて    
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● 委員会提出議案
件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

単県医療費公費負担制度に係る補助率の見直しを求める意見書の提出について
　岡山県の単県医療費公費負担制度における本市への補助率は、政令市である岡山市を除く県内他市町
村が全て２分の１であるのに対し、小児医療費については平成２９年度、平成３０年度に段階的に引き
上げられたものの４分の１、ひとり親家庭等医療費および心身障がい者医療費については６分の１で、
これらの補助率は全国中核市の中でも、最低の水準となっている。
　一方で、全国で中核市が所在する都道府県の財政状況を、令和３年度の財政力指数から見れば、県は
比較的上位に位置している。県の実質公債費比率が近年健全化していることなども踏まえれば、既に県
の財政状況を理由とした、同一県内の市町村間における補助率格差をやむを得ないとは言えない状況に
ある。
　補助率の格差は、県民に対し平等であるべき単県医療費公費負担制度の根幹を揺るがしかねない。速
やかに解消し、同じ県民である倉敷市民がひとしく恩恵を受けられるよう、補助率を２分の１に戻すこ
とを強く要望する。（同趣旨の意見書を県に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※は 田口　明子 が議決日（６月 2 ８日）欠席

※

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無
献立作成委員会と物資審査委員会に保護者代表を加えるとともに、自校方式の学校と共同調理場
に「（仮称）学校給食運営委員会」の設置を求めることについて　
　学校給食運営委員会は、法律による設置義務はないが、学校給食法に基づく学校給食行政を進めるう
えで推奨されている。市では、献立作成委員会、物資審査委員会などが、運営委員会同様の機能を果た
しているとしているが、両委員会に保護者代表は入っていない。市の学校給食の運営と管理にもっと積
極的に保護者代表を加え、より良い学校給食にしていくために、両委員会に保護者代表を加えるとともに、
自校方式の学校と共同調理場に保護者代表も構成員とする「（仮称）学校給食運営委員会」を設置するこ
とを求める。
（×のところは、保護者が専門性の高い委員会に入って負担が増えるのではないか、PTAから市に負担
軽減の要望が出ておりそれに逆行する、専門性の高い委員会に保護者を入れるのではなく、試食会など
の形で多くの一般の人から給食に対する意見を言える機会をつくるべき、運営委員会に代わるさまざま
な委員会があって同様の機能を果たしている、学校ごとに運営委員会ができると学校ごとに差が出てき
て支障が生じるのではないかなどとして反対。）

不採択 × × × × × 〇 × ×
※

創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

○：賛成   ×：反対(　　　　　)議案等審議状況

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

令和５年度倉敷市一般会計補正予算（第３号）
　エネルギー価格・物価高騰対策に要する経費として、LPガス料金の一部を市が負担することで個人利
用者への経済支援を行うための経費、食料品価格高騰の影響を受けている福祉サービス事業所などへの
支援金、飼料価格高騰の影響を受けている畜産農家に対する補助金、家庭のエネルギー費用負担の軽減
を図るとともにゼロカーボンにも資する省エネ家電への買い替えを促進するための補助金、タクシー利
用者の負担軽減や利用促進を図るためのプレミアム付きタクシー券発行に要する経費など、国・県の補
助内示などに伴うものとして、コミュニティ助成事業費、マイナポイントの申請期限が延長されたこと
に伴う支援窓口の設置期間延長に要する経費、食品ロス削減推進事業費、指定文化財保存事業費、楯築
遺跡の保存整備に向け保存活用計画を策定する経費など、約１３億９，５００万円の増額を計上。
　このほか、企業版ふるさと納税を活用したまちづくり中核拠点整備事業費、長尾小学校校舎整備事業
費、倉敷中央学校給食共同調理場調理業務等委託事業費などについて債務負担行為の設定を行うととも
に、適正な納期を確保するための繰越明許費を併せて計上。
（×のところは、玉島地区に学校給食共同調理場を整備するための調査・研究委託料について、学校給食
は自校直営方式で行うべきであるとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

（仮称）児島学校給食共同調理場整備運営事業契約の締結について
　（仮称）児島学校給食共同調理場整備運営事業契約を締結するためのもの。
（×のところは、学校給食は自校直営方式で行うべきであり、また、行政の産業化を促進する PFI 事業は
行うべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

● 市長提出議案など（予算案１件、条例案７件、事件案８件、報告４件のうち賛否の分かれたものを掲載）

※

※



８

市議会からのお知らせ
倉敷市議会 第３回定例会日程 ( 予定 )＊市議会に傍聴に来られる皆さまへ

【委員会（予算決算委員会を除く）】　定員５人
　委員会開会の１５分前までに議会事務局受付で傍聴受付票を
ご提出ください。希望者多数の場合は抽選になります。

【本会議・予算決算委員会】　定員６４人（先着順）
　低層棟４階傍聴席入り口で傍聴券に記入してご入場ください。
車いすスペースもあります。団体でお越しの場合は、３階の議会
事務局受付で団体手続が可能です。
※定例会は年４回開催されます。臨時会が開催されることもありま
　す。

※各常任委員会は月に１回程度開催されます。日程は、開催の
　約２週間前に決まり、ホームページなどでお知らせします。

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

９

５ ( 火 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
11 ( 月 )

12( 火 )、13( 水 ) 本会議：質問

14 ( 木 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

15 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）
：市民文教 ･ 文化産業

20 ( 水 ) 委員会（予算決算分科会）
：総務 ･ 建設消防

22 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）
：保健福祉 ･ 環境水道

27 ( 水 ) 委員会：予算決算
29 ( 金 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される議会運営委員会で決まります。

次号の表紙写真を募集します！！次号の表紙写真を募集します！！あなたのお気に入りの１枚をお送りくださいあなたのお気に入りの１枚をお送りください

（１）応募者氏名（ペンネームを希望される場合も連絡先と氏名が書いてあることが必要です。）
（２）電話番号　（３）撮影場所　（４）作品タイトル　（５）作品へのコメント（※任意　50 文字以内）
　　を明記の上、写真データ（目安１ＭＢ～ 10 ＭＢ）を提出してください。

【メールの場合】必要事項を入力の上、写真データを cins-chosa@city.kurashiki.okayama.jp までお送りください。
【郵送の場合】　 写真データを記録したＣＤ－Ｒ等の記録メディアに、必要事項を記入した紙を添えて、
　　　　　　　 〒 710-8565　倉敷市西中新田 640　倉敷市議会事務局議事調査課宛に郵送してください。

※必ず写真データで提出をお願いします。現像したものや印刷したものなどで提出の場合は掲載できません。
※ご応募いただいた写真データ等は返却いたしません。採用作品の発表は、紙面への
　掲載をもってかえさせていただきます。
※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。

　（令和５年 9 月期募集）　令和５年 9 月 1 日（金）～ 令和５年 10 月 20 日（金）● 募集期間
● 応募方法

皆さまからの皆さまからの
ご応募をお待ちしています！ご応募をお待ちしています！

　全国市議会議長会から表彰を受けた議員に対して６月２０日に表彰状の伝達
を行いました。
　受賞者を代表して、森　守議員が、議長より表彰状を受け取りました。

全国市議会議長会表彰
【議員３０年以上】
【議員２０年以上】
【議員１５年以上】
【議員１０年以上】

森　　　守　　大橋　　賢　　秋田　安幸　　齋藤武次郎
原田　龍五
藤原　薫子
大守　秀行　　片山　貴光　　松成　康昭　　日向　　豊

倉敷市議会議員の表彰

無 会 派

秋田　安幸
塩津　　学

※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】未来クラブ【          】
赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため採決に加わらず

新政クラブ【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）


